
理
念

『
患
者
さ
ん
が
安
心
と
満
足
の
得
ら
れ
る
医
療
の
展
開
』

基
本
方
針

１
�
患
者
さ
ん
中
心
の
「
医
療
」

患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、
病
め
る
人

間
へ
の
配
慮
を
常
に
忘
れ
ず
、
心
の
こ
も
っ
た
患
者

さ
ん
中
心
の
医
療
を
提
供
す
る
。

２
�
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
「
医
療
」

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
二
次
医

療
を
中
心
に
業
務
を
遂
行
す
る
。
常
に
医
療
の
安
全

と
医
療
水
準
の
向
上
を
め
ざ
し
、
診
療
機
能
の
充
実

を
図
る
。
地
域
の
医
療
、
保
健
、
福
祉
と
の
連
携
を

緊
密
に
し
、
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る
。

３
�
全
職
員
参
加
の
「
医
療
」

全
職
員
は
、
自
己
の
業
務
を
充
分
に
理
解
し
、
他
の

医
療
職
種
と
の
連
携
を
図
り
、
自
己
に
課
せ
ら
れ
た

業
務
に
意
欲
的
に
取
組
み
、
病
院
機
能
の
一
層
の
充

実
を
図
る
。
全
職
員
は
、
病
院
運
営
に
参
加
し
て
い

る
と
い
う
自
覚
を
持
つ
。

患
者
さ
ん
の
権
利

１
�
患
者
さ
ん
に
は
、
治
療
に
つ
い
て
充
分
な
説
明
を
受

け
、
そ
れ
を
理
解
し
た
上
で
、
自
ら
の
選
択
と
同
意

に
基
づ
く
医
療
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

２
�
患
者
さ
ん
に
は
、
必
要
な
情
報
を
得
る
権
利
が
あ
り

ま
す
。

３
�
患
者
さ
ん
に
は
、
平
等
で
最
善
の
医
療
を
受
け
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。

４
�
患
者
さ
ん
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
さ
れ
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。

問

大
館
市
立
総
合
病
院
企
画
課

�
４２
―
５
３
７
０（
内
線
６
５
０
）

◆
縦
覧
場
所

◎
秋
田
県
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

◎
秋
田
県
北
秋
田
建
設
事
務
所

◎
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
能
代
工
事
事
務
所

◎
大
館
市
建
設
部
都
市
計
画
課

◎
比
内
町
建
設
課

◎
田
代
町
建
設
課

◎
鷹
巣
町
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

◎
合
川
町
建
設
課

◎
森
吉
町
建
設
課

◆
縦
覧
期
間
﹇
土
・
日
を
除
き
ま
す
﹈

５
月
１０
日（
金
）か
ら
６
月
１０
日（
月
）ま
で

◆
縦
覧
時
間

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

問
秋
田
県
建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

�
０
１
８
―
８
６
０
―
２
４
４
５

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
能
代
工
事
事
務
所

�
０
１
８
５
―
５２
―
９
９
３
７

都
市
計
画
道
路
鷹
巣
高
速
線
・
大
館
南
高
速
線
に
係
る

都
市
計
画
決
定
の
図
書
及
び
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
書

の
縦
覧
を
行
い
ま
す

３
月
３１
日
未
明
、
下
川
沿
地
区
立
花
町
内
で
連
続
２
件
の
不
審
火
に
よ
る
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
隣
の
田
代
町
で
は
不
審
火
が
連
続
し
て
発
生
し
て

い
て
、
地
元
住
民
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

不
幸
に
し
て
火
災
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
寒
心
に
堪
え
ま
せ
ん
。
焼
け
出
さ
れ
た
方
々
は
大

変
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
も
心
配
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
市
で
は
、
見
舞
金
を
差
し
上
げ
る
と
と
も
に
日
本
赤
十
字
社
か
ら

の
毛
布
や
日
常
生
活
用
品
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
過
去
大
館
市
で
は
度
重
な
る
大
火
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
火
災
発
生
件

数
は
昭
和
４０
年
に
は
８３
件
を
数
え
、
３０
年
代
か
ら
４０
年
代
ま
で
の
大
館
市
は
「
大

火
の
ま
ち
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
不
燃

都
市
を
目
指
し
て
、
防
火
施
設
の
充
実
を
図
り
、
消
防
力
を
増
強
し
、
火
災
予
防

組
合
を
組
織
し
て
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
火
災
に
立
ち
向
か
っ
て
き
ま

し
た
。

結
果
、
火
災
発
生
件
数
は
激
減
し
、
昭
和
４３
年
の
御
成
町
２
丁
目
の
火
災
以
降
、

大
火
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
大
館
広
域
消
防
署
が
組
織
さ
れ
た
昭
和
４８
年
以
降
、

２９
年
間
の
大
館
市
に
お
け
る
火
災
発
生
件
数
は
平
均
し
て
約
２７
件
で
す
。
と
こ
ろ

が
昨
年
は
発
足
以
来
最
悪
と
な
る
３８
件
も
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

高
齢
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
世
帯
の
火
災
件
数
や
火
災
に
よ
る
高
齢
者
の
死
傷

者
数
は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
消
防
力
を
増
強
し
、
予
防
体
制
を
強

化
し
た
と
し
て
も
、
結
局
最
後
は
一
人
ひ
と
り
の
火
災
を
防
ぐ
心
掛
け
に
頼
ら
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

今
年
も
火
災
が
多
発
し
、
３
月
末
で
す
で
に
１０
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
期
は
、
原
野
火
災
や
林
野
火
災
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら

家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
火
災
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
ぐ
る
み
で
火
災
予
防
を

�広報大館２００２．５．１

良質で適切な
医療を提供します
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